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【目指す姿】

〇 近隣他空港との競合が激化する中、空港利用者に時間短縮や多頻度等、利便性の高いアクセスを

提供することで満足度の向上と航空旅客の拡大を図る。

〇 基幹交通であるエアポートバスを始め、鉄道、自動車など既存交通のフル活用を進めるため、

各交通モードにおける利便性を高めるとともにスムーズな乗継環境を提供し、空港と多様な目的地

とを結ぶ複合的で、高頻度のアクセスを構築、提供する。

〇 北九州空港のアクセス強化により、訪日外国人からの需要が高い、福岡都市圏とのスムーズな移動

を提供し、福岡空港が受け止められない需要を補完するとともに両空港の連携をさらに深める。

〇 北九州空港で勤務する人達の通勤環境を改善し、担い手確保に寄与する。

〇 空港アクセスにＤＸやＧＸなどの最先端技術の積極的な導入を進め、持続可能社会に向けたアクセ

ス強化に取組みながら、イノベーション空港として新たな課題解決手法と話題を常に提供していく。

〇 空港利用者を増加させ、鉄道の空港乗り入れや２本目のアクセス道路など、長期的な課題の実現を

目指す。

〇 福岡空港との比較でアクセス利便性が悪い空港と思われがちであるが、近隣他空港と比較した場合

に現在でもアクセスの良い空港であることや、今後、利便性を向上する施策導入を効果的に訴求する

ことで、空港圏域住民や旅行者にアクセス利便性の高い空港との認識を持ってもらう。

空港アクセスの強化：北九州空港アクセス強化施策パッケージ
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